


CASE STUDYDYD
●モノクロ出力と同じ手軽なオペレーションは継続したい
「JIS改正発表以降、カラープリンターの導入を検討はしましたが、以前の業
務用カラーラベルプリンターは価格が高価なので導入を躊躇していました。
かと言って、あらかじめ赤枠をプレ印刷した用紙を印刷会社に頼む方法だと、
うちは品種が多いので、製品によって枠の数や位置も違い、用紙の使い分
けや在庫管理の手間が増加するのでかえって面倒です。今までGHSラベル
はモノクロプリンター1台で出力を行い、それに慣れていたので、同じような手
軽なオペレーションはそのまま継続したいと思っていました。ニチアスグループ
では、2017年1月の完全義務化を前に、2014年4月を目標にカラー化を推
進していたので、その期限もだんだん迫っていました。」

●導入の決め手は120mm幅以上の大判ラベル出力対応
「そんな中、現在モノクロプリンターを入れてもらっている代理店から、同じラ
ベル作成ソフトが使える「GP-C831」を紹介され、カタログや実機を見て、さ
らに1月からは、評価機でのシミュレーションなども行いながら本体価格とラン
ニングコストなどを検証した上で導入を決めました。導入の決め手は120mm
幅以上の大判ラベル出力対応。GHSラベルは表記事項が多く、限られた
紙面に収めるのが大変。他社製品では最大4インチ（102mm幅）までしか
対応していませんでしたので、今までモノクロ出力で使用していた120mm幅
のラベルがそのまま使える「GP-C831」に決めました。」とその導入理由を語
ります。
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業務用カラーラベルプリンターは高価で導入を躊躇
目標の2014年4月が迫り、カラー化を急いでいた
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導入の経緯

カラーデザインが自由にできて便利
操作・メンテナンスが簡単で故障も少ない
●カラーデザインが自由にできて便利
「実際の運用開始は、ラベルデザインの改訂やニチアスの承認にも時間が
かかり7月になりましたが、全てのGHSラベルのカラー化を達成しました。ニチ
アスロゴは青なので、黒・赤・青の3色で印刷したいと考えていましたが、カ
ラー化により、それも実現しました。導入してからは、いつでも即時ラベル出力
ができるので、ストックの無駄もありません。ラベルフォーマットは統一し、サイ
ズは大・小の2パターンを製品の大きさに合わせて使い分けていますが、デザ
インも必要に応じて自由にできるので、うちのような中小規模の工場には非
常に向いていると思います。現在、残りの製品ラベルは、依然モノクロプリン
ターで出力していますが、今後はそれもカラー化を検討したいと思います。」

●高解像度のフルカラー
印刷で発色が綺麗
「ランニングコストを考え、ドラフトモード（速いモード）で印刷していますが、カ
ラーの発色は綺麗、顔料インクなので耐水性や耐擦性も問題ありません。ス
ムーズな操作性で、ミシン目付き用紙を使えばカットもしやすく、メンテナンスも
簡単です。私自身は用紙を交換するのも面倒なので、この手軽さは非常にあ
りがたいです。また、故障もしにくいため、導入してから今まで1度もトラブルが
ありません。エプソンさんには、導入時から色 と々サポートいただき信頼してい
ます。今後も便利で低価格・コンパクトな製品を期待しています。」
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